


アジア史コース
――東アジアの新しい歴史像を探究する

■アジア史コースで学べる分野は？

アジア史コースでは、中国を中心として、朝鮮半島、さらには周辺地域も含
めた「東アジア地域」の歴史と文化を専門的に学習します。

近年、東アジアと日本とのかかわりは、ますますその重要性を高めています。

アジア史コースは、史料にもとづいて歴史的に物事を見る眼を養い、日本と
東アジア世界との間に現実に起こっていることを正しく把握し、
考える力を持った学生を育てることを目指しています。



アジア史コース カリキュラム（２０２３年度）
【表1】必修演習 ▲他学部教員・非常勤講師など

【表Ⅰ】必修演習 ▲印の先生は非常勤講師

科目名称 種別 履修形態 配当学期 単位 担当教員

演習 １（史料研究１） 演習 二年必修 春期 2 ▲熊遠報

演習 ２（史料研究２） 演習 二年必修 秋期 2 柿沼 陽平

演習 ３（中国古代史１） 演習 必修 春期 2 ▲水間 大輔

演習 ４（朝鮮史１） 演習 必修 春期 2 植田 喜兵成智

演習 ５（中国前近代史１） 演習 三年必修 春期 2 飯山 知保

演習 ６（中国古代史２） 演習 必修 秋期 2 柿沼 陽平

演習 ７（朝鮮史２） 演習 必修 秋期 2 植田 喜兵成智

演習 ８（中国前近代史２） 演習 三年必修 秋期 2 ▲鄒 笛

演習 ９（アジア地域史） 演習 必修 春期 2 ▲青木 雅浩

アジア史演習（卒論） 演習 四年必修※ 春・秋 4 飯山 知保

アジア史演習（卒論） 演習 四年必修※ 春・秋 4 李 成市

アジア史演習（卒論） 演習 四年必修※ 春・秋 4 柿沼 陽平

アジア史演習（卒論） 演習 四年必修※ 春・秋 4 柳澤 明



アジア史コース カリキュラム（２０２２年度）

【表２】必修講義 ▲他学部教員・非常勤講師など

【表Ⅰ】必修演習 ▲印の先生は非常勤講師

科目名称 種別 履修形態 配当学期 単位 担当教員

特殊講義１（中国古代史） 講義 必修 秋期 2 柿沼 陽平

特殊講義２（朝鮮前近代史） 講義 必修 春期 2 植田 喜兵成智

特殊講義３（中国前近代史） 講義 必修 春期 2 飯山 知保

特殊講義４（東アジア近現代史） 講義 必修 秋期 2 柳澤 明

特殊講義５（中国近現代史） 講義 必修 秋期 2 ▲劉 傑

アジア史概論１ 講義 必修 春期 2 柿沼・植田・飯山

アジア史概論２ 講義 必修 秋期 2 柳澤・五十嵐・▲箕曲

フィールド歴史学（東アジア） 講義 必修 秋期 2 柿沼・植田・▲鄒

朝鮮近現代史 講義 必修 秋期 2 ▲三ツ井 崇

東南アジア史 講義 必修 春期 2 ▲太田 淳



アジア史コース
カリキュラム
（２０２３年度）

演習（９コマ）演習（９コマ）

• 実際に原典に当たり、「史料」から「歴史」を構築する方法を学ぶ。

卒論演習（４年次、計２コマ）卒論演習（４年次、計２コマ）

• 各専任教員の指導の下、卒業論文の執筆を行う。

• ※履修には、前年度に「卒論仮指導」を受ける必要がある。

講義（計１０コマ）講義（計１０コマ）

• アジアの歴史に関する深い知識を幅広く身につける。

・履修漏れのないように！
・自動登録されるのは、各期に必須演習1コマ（2単位）分のみ。
・そのほかの必修演習・必修講義の履修は計画的に。



アジア史コースカリキュラム（２０２３年度）

■卒業論文とは？ ――学部の勉強の総仕上げ

アジア史演習（卒論）：卒業論文制作のための４年次必修演習

これまでの授業との違い‥‥

講義＝聴講、演習＝与えられた課題を調べて発表

卒論 １．テーマを自分で設定

２．自身で事実を明らかにする

問題を設定し、それに関連する文献をくまなく調べ、信用できる史料を整合的に
再構築し、歴史の実相を復原し明らかにする。そのための技術や視座を、教員の
指導や対話を通じて得ることになります。

これは事実を明らかにしてゆく方法を学ぶことであり、社会に出てからもそれぞ
れの分野で普遍的に必要とされる方法です。

歴史学の論証の方法は、社会に出てからも活用できるツールなのです。



留学について
――留学先で取得した単位を「卒業演習」に代替したい場合は？

留学先で取得した単位が「卒業演習」に代替可能となる条件

1. 留学先での授業が、卒論演習におおむね相当する授業である
こと。

2. 当該授業が、留学者の卒業論文に関連する授業であること。

3. その授業を受講することについて、アジア史コースの教員（通
常は卒論演習担当教員）に事前に相談し、確認を取ること。



アジア史コース
指導教員紹介①

飯山 知保（いいやま ともやす）

――中国前近代史
フィールドワークでの碑刻（石碑とその碑

文など）を主な資料として、10～17世紀
の北中国（華北）の文字通りユーラシア
大陸を制覇したモンゴル帝国の支配下で、
13～14世紀の中国社会には、中央アジ
アの遊牧民、多種多様な人々が来住し、
文化的に非常に多様な状況を形成した。

こうした変化が「中国社会」をいかに変
容させ、また後世の「中国社会」を形成し
たのかを、「中国」「漢民族」といった概念
を再構築しつつ考えています。



アジア史コース
指導教員紹介②

柿沼 陽平（かきぬま ようへい）

――中国古代史
中国を中心とする古代東アジア世界の

歴史（おもに９世紀以前）を専門としてい
ます。

近年はとくに、中国古代の人びとが具体
的にどのような経済生活を営んでいたの
かに注目し、伝世文献や出土文字資料
（簡牘など）、さらには古銭・明器・画像資
料などを駆使して、実態解明に取り組ん
でいます。



アジア史コース
指導教員紹介③

植田 喜兵成智 （うえだ きへいなりちか）

――朝鮮史、東アジア史
新羅、高句麗、百済、渤海などの王朝が活躍した朝
鮮古代史を専攻しています。特に7世紀から10世紀
の新羅と唐の関係、いわゆる朝鮮と中国の関係史
をこれまで研究してきました。

最近では、古代の朝鮮半島で発生した「人の移動」
から東アジア世界の交流史の解明にも取り組んで
います。そうした移動する人々の動きを記録した墓誌
や石碑などの史料が中国や韓国・朝鮮、あるいは日
本で発見されており、幅広いフィールドを意識した研
究を心がけています。



アジア史コース
指導教員紹介④

柳澤 明 （やなぎさわ あきら）

――清朝史
現在の中国東北部に起きた満洲族に

よって17世紀に打ち立てられた「清朝」は、
漢族・モンゴル・チベットなど様々な民族・
宗教の上に君臨する多元国家であり、東
アジア国際関係の中心となる「帝国」で
あった。

前近代から近代へのはざまにあって重要
な位置を占め続けたこの王朝のもつ「さま
ざまな顔」について、主に民族とその関係
を切り口とし、日本・朝鮮半島からロシア・
中央アジアに至るまでの広大な地域・言
語を視座に含めた検討を行っている。



アジア史コース
助手紹介

平林美理（ひらばやし みさと）

――中国古代史

春秋期を中心とした先秦時代の諸侯の
婚姻関係の検討を通して、儒学的な価値
観が浸透する以前の社会の在り様、特に
史料上では断片的にしか分からない先秦
社会における女性の役割などを研究して
います。

学生の皆さんとは事務的な事柄で関わ
る機会が多いと思いますので、アジア史
コースに関する質問や困りごとがあれば
お気軽にお声がけください。



アジア史コース 進級後の主な行事予定
対象 時期 行事

１～４年生 ３月中旬 コース別ガイダンス

２年生 ５月上旬 アジア史エクスカーション

３年生 ９月下旬 卒業論文構想発表会

３年生 １０月上旬 卒業論文計画書提出

３年生 １２月上旬 卒業論文仮指導

４年生 １２月中旬 卒業論文提出

４年生 ２月上旬 卒業論文口述試験

４年生 ３月上旬 卒業判定

４年生 ３月２５日 卒業式



アジア史エクスカーション

対象：学部２年生と新大学院生

日時：２０２３年５月6日（土）予定

内容：博物館・美術館見学、大学でのセミ
ナー

目的：学生・院生・コース教員の親睦、知見
を広める

※詳細はアジア史演習１（月曜５限）および
Waseda Moodle、コースHP上で告知予定。

【参考】２０２２年度（５月７日）

見学先：早稲田大学會津八一記念博物館・早稲田大
学歴史館

※２０２０・２１年度はセミナーのみZoom開催

要参加！



3年次：
卒論構想発表
会～仮指導

【9月下旬】卒論構想発表会（コース行事）【9月下旬】卒論構想発表会（コース行事）

• 卒論でなにを研究するか？を明確にする。

• どの時代・どのような分野について研究し、どのような史料を使うか、どんな
先行研究があるかなどを発表。

• 学生ひとりひとりの発表に対して、教員が指導を行う。

• ここでの指摘を踏まえて、仮指導のための「卒論計画書」を完成させる。

【9月中～下旬】卒論計画書作成・提出（学部行事）【9月中～下旬】卒論計画書作成・提出（学部行事）

• 年度によって提出期間が異なるため、文学部からのメールやHPでのお知ら
せに注意を！

• ここで提出された計画書を踏まえて、卒論指導教員が決定。

【11月】卒論指導教員の決定（学部行事）【11月】卒論指導教員の決定（学部行事）

【11月～12月頭】卒論仮指導（学部行事）【11月～12月頭】卒論仮指導（学部行事）

• 仮指導を受けていない場合、翌年度に卒論演習の履修や卒業論文の提出
ができなくなるので、要注意。



アジア史コース 卒論題目一覧（2022年度）

「東アジアにおける映画史の諸相」 「近代中国における教育と「国民」の形成」

「日朝野球史から見る在日朝鮮人アスリートのアイデンティティ」 「日本のコロニー建設」

「19世紀後半のカシュガリアを巡る国際貿易の実態について」 「黒面の周倉」

「蒙疆政権の実業銀行について」 「文学作品における道教儀礼」

「『三国史記』編纂と災害記事」 「春秋期から前漢における伊尹像の研究」

「Lu You and the National Consciousness in the Southern Song China」

「嘉靖から萬暦年間の遼東における銀使用について」

「南宋臨安における『茶館』の機能と利用者」 「近代岡山における都市部落の展開」

※過去の卒論題目は、毎年『史観』3月号（早稲田大学史学会発行）の彙報欄に掲載されて
います。



アジア史コースでの学び

アジア諸言語の学習

アジア史コースが学習の対象とする地域は極めて広く、現地ではさまざまな言語
が話されています。

興味関心の方向次第では、研究対象となる地域の言語を学ぶ必要が出てきます。

この点、早稲田大学では、文学部の共通科目やグローバル教育センターの科目
などで、アジア史に関連する語学（朝鮮語・モンゴル語・満州語・ペルシャ語・アラ
ビア語・トルコ語）を学習する講義が多く設けられており、アジア史を学ぶ上で世
界的に見ても極めて恵まれた環境と言えます。

これらの講義を受講することで、より広く・深くアジアの歴史を学ぶことができます。



アジア史コースでの学び

勉強会 ——自主的な勉学の集まり

アジア史コースでは、多種多様な勉強会が開かれています。

アジア史コースでの学びの基本となる漢文読解の訓練はもちろん、研究の基礎
となる教養や方法論を学ぶ勉強会や、満洲語・古代トルコ語などの特殊な言語、
アラビア語史料など漢文以外の史料読解方法を学ぶ会も。

これらは授業を補完し、また学術交流の場ともなっています。

自主ゼミの多くは学部生（1年生から）の参加・見学を歓迎しています。興味があ
れば助手までご連絡ください。

※ＱＲコードのリンク先も参照！ →

（アジア史コースHP内の勉強会

告知ページが開かれます）



アジア史コース室
（３９号館４階）

コース室には助手のほか、多くの時間は大学院生が在室し
ています。

各種辞書などの基礎工具書、基礎的な史料のほか、関連雑
誌やデータベース閲覧用のＰＣがあり、調べ物に適した環境
になっています。

演習の準備の進め方など、アジア史に関する疑問があれば、
気軽に訪問し、助手または大学院生に質問してください。



アジア史コース室でできること

演習やアジア史関係の授業の

発表準備をしないと……
⇓

史料を読むための相談や、蔵書やデータ
ベースを利用して発表準備ができます！

演習やアジア史関係の授業の

発表準備をしないと……
⇓

史料を読むための相談や、蔵書やデータ
ベースを利用して発表準備ができます！

卒業論文について相談したい
⇓

教員や助手・院生が出入りしているので、

希望するテーマや時代に近い人から話を

きくこともできます。先行研究など調べるの
にもうってつけな場所です！

卒業論文について相談したい
⇓

教員や助手・院生が出入りしているので、

希望するテーマや時代に近い人から話を

きくこともできます。先行研究など調べるの
にもうってつけな場所です！

大学院進学を考えている
⇓

大学院生がいるので、大学院の

日常的な雰囲気を肌で感じられます！

大学院進学を考えている
⇓

大学院生がいるので、大学院の

日常的な雰囲気を肌で感じられます！

勉強会に参加したい
⇓

特に大学院進学を検討している人は、

学部生のうちから参加することで、自分

を鍛えられます！

勉強会に参加したい
⇓

特に大学院進学を検討している人は、

学部生のうちから参加することで、自分

を鍛えられます！



アジア史コース公式HP
https://www.waseda.jp/
bun-tousi/

公式Twitter 
@waseda_asia

■履修に関するご質問などは、アジア史
コース助手（平林）まで！

mi_hirabayashi@aoni.waseda.jp


